
 

 

 

 

 

  

５年組み分け第８回解説 N 
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(2) 

覚えるよりしょうがないです！  
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もとの式は 

 1 
𝟏

𝟐
 – □ ÷ 

𝟏𝟓

𝟏𝟔
 = 

𝟏𝟑

𝟑𝟎
 

 

△ = 1 
1
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 x 
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  = 1 

 

△  

1 

その 1 



 

  

 

2 

(1) 

5分の角 

(2) 

 

めもりの５と６のなす角度は 30度です。 

 

したがって，図は短針が５の位置から (30 – 20=)10度回転したときです。 

 

短針は 1分で 0.5度動くので， 

 

  10 ÷ 0.5 = 20分 

 

 

 時速を秒速になおします。 

 

 Km を m になおしてから，

(60x60=)3600 でわります。 

       （時速から秒速にするため） 

 

  90km = 90000m 

 

  90000 ÷ 3600 = 25 (m/秒) 

 

電車は 2300m を秒速 25m で走りますから， 

かかる時間は， 

 

 2300 ÷ 25 = 92 秒 

 

92秒 

5時 20分 

その 2 



 

（3）太郎君がポートで。川のＡ地から∂地まで上るのに 40分かかりました。同じと 

 こ為を下るのに 24分かかりました。ポートの静水時の速さは，川の流れの速さの 

 柯倍ですか。  
 

 

上りと下りの時間から 「速さの比」 を出します。   

   

  

 

  

 

 

 

 

 1人が 1日にする仕事量を 1 とすると， 

５人で 24日間働いてできる仕事量は， 

  5 x 24 = 120 

全体の 
2

3
 の仕事量が 120 なので 

全体の仕事量は 

  120 ÷
2

3
 = 180 

       ③＋①＝④ 

したがって， 

4÷1= 4 倍 ４倍 

残りの仕事量は 

 180 – 120 = 60 

これを６人するとかかる日数は， 

  60 ÷ 6 = 10 日 

  10 日 

その 3 



 

  

 

 

   まず，線分図の意味の確認！ 

 
 

    

 

 

 

 

 

40分間に並んだ人数は 

  12 x 40 = 480 人 

  

 上の図より，４０分で 1200 人に売ったこと

が分かります。 

 したがって，1分では 

   1200 ÷ 40 = 30人 
30人 

 

水の量・・・96 x 11 = 1056 cm3 

水(1)の体積・・・30 x 2 = 60 cm3 

水(2)に入る水の量 

・・・1056 ÷ 60 = 996 cm3 

水(2)の底面積・・・96 – 30 = 66 cm2 

        ↓ 

  図の□ = 996 ÷ 66 = 15
𝟏

𝟏𝟏
 cm 

 

 

 

15
𝟏

𝟏𝟏
 cm 

その４ 



 

  

 

 

かかる時間の比から ２人の速さの比 

を求め， 仮の１周の長さを決めます。 

 
 

 

 

 

 

 
 

  水はこぼれていないので 水の体積 は同じです。 

          ↓ 

（ア）＝（イ） 

   

   （ア）と（イ）の底面積は同じですから 

   上底 + 下底 は同じ 

        ↓ 

     8 + 8 = x + 10 

 

        x + 10 = 16 

x = 16-10 

     =6 cm 

 

A君の速さを ５/分とす

ると ２分かかっているの

で 仮の１周の長さを 

 5 x 2 =10 とすること

ができます。 

 

A 君が追いこすというこ

とは１周回ってからですか

ら 

「１周分後ろからスタート

して追いかける」と同じ。 

   ↓ 

 

１０分後 

  6 cm 

その 5 



 

  

その 6 



 

  

その 7 



 
  

その 8 
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その 9 



 
  

7 その 10 
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その 11 
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その 12 


